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年 頭 のご あ いさつ
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
、
己
亥（
つ
ち
の
と
い
・

き
が
い
）で
す
。
己
の
年
は
、
筋
道
を
通
す

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
わ
が
ま
ま
に
な
ら

ず
、
規
律
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、亥
の
年
は
、「
何

事
か
を
生
も
う
と
し
て
い
る
」、「
い
ろ
い

ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
」
と
言
わ
れ
、「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
よ

う
に
「
起
爆
性
」
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
改
元
の
年
と
な

り
、
あ
と
四
ヶ
月
で
新
し
い
元
号
に
入
り

ま
す
。
自
ら
の
思
い
を
筋
道
を
通
し
て
着

実
に
実
行
し
、
そ
の
中
か
ら
、
大
爆
発
・

大
飛
躍
の
可
能
性
を
期
待
し
、大
い
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
南
条
小
学
校
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
さ
か
き
12
月
号
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
時
の
校
舎
は
、耐
震
性
、設
備
の
老
朽
化
、

防
犯
上
の
安
全
面
で
十
分
と
は
言
え
ず
、

建
設
委
員
会
な
ど
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
耐
震
性
と
安

全
性
を
満
た
し
た
現
在
の
学
校
を
建
設
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
度
、
会
計
検
査
院

の
指
摘
に
よ
り
、
町
が
交
付
を
受
け
た
交

付
金
の
う
ち
、
過
大
と
さ
れ
た
約
２
億
５

千
３
百
万
円
に
つ
い
て
、
12
月
の
町
議
会

に
お
い
て
、
補
正
予
算
を
お
認
め
い
た
だ

き
、
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
、
ご
関
係
の
皆
様
に
は
、

ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
、
改

め
て
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
何

十
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ス
の
自
然

災
害
が
一
年
の
う
ち
に
何
度
も
起
こ
り
、

全
国
各
地
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
、
町
で
は
、
防

災
情
報
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
い
ち
早

く
町
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達
す
る
仕
組
み
と

し
て
「
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）」
を
整

備
し
、
全
戸
・
全
事
業
所
を
対
象
に
戸
別

受
信
機
を
無
償
貸
与
し
た
ほ
か
、
町
内
25

箇
所
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
防
災
行
政
無
線
（
移

動
系
）
や
中
核
避
難
所
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
な
ど
を
進
め
、「
つ
な
が
る  

あ
ん
し

ん  

坂
城
町
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
で
は
、「
生
産
性
革
命
」「
人
づ
く
り

革
命
」「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
生
産
性

の
向
上
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課

題
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
将

来
の
人
口
動
態
の
変
化
は
、
町
の
経
済
活

動
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
、
快
適
で
住
み
よ
い
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、「
坂
城
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
は
、
昨
年

７
月
に
町
内
初
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
を
契

機
に
、
ワ
イ
ン
文
化
推
進
事
業
に
シ
フ
ト

し
、
坂
城
産
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
産

地
と
し
て
の
認
知
度
向
上
、
そ
し
て
町
の

新
た
な
文
化
と
し
て
の
浸
透
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
・
支
援
と

緊
急
時
の
通
報
体
制
の
整
備
、
第
三
子
以

降
の
保
育
料
等
無
料
化
や
18
歳
到
達
年
度

末
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
よ
る
子
育
て

家
庭
の
負
担
軽
減
、
国
保
特
定
検
診
受
診

料
の
無
料
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
創
造
性
と
人
間
性
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力

向
上
に
向
け
、
海
外
と
の
交
流
を
通
じ
た

国
際
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
と
し
て
は
、

引
き
続
き
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の

活
性
化
と
と
も
に
、
国
・
県
に
よ
る
国
道

18
号
バ
イ
パ
ス
や
坂
城
イ
ン
タ
ー
線
先
線

の
建
設
推
進
の
ほ
か
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
、
老
朽

化
し
て
い
る
町
内
公
共
施
設
の
統
廃
合
や

再
配
置
に
関
す
る
計
画
策
定
な
ど
、
次
代

の
坂
城
町
を
形
成
す
る
た
め
の
骨
格
づ
く

り
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
皆
様

と
と
も
に
、
今
年
も
「
活
力
あ
ふ
れ
た
、

元
気
で
、
明
る
い
坂
城
町
」
を
創
る
べ
く

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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平成31年 2019  迎 春
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
平
成
か
ら
元
号
が
変
わ
る
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
。
政
治
経
済
は
じ
め
、

全
て
の
面
で
平
成
を
超
え
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
猛
暑
、
酷
暑
に
見
舞
わ
れ
、

そ
し
て
台
風
21
号
が
大
阪
、
広
島
な
ど
近

畿
地
方
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
続
け

て
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、
道
内

全
域
２
９
５
万
戸
が
停
電
す
る
「
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、
生
活
や
農
業
な

ど
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
に
備
え
て
住
民
の
生
命
、

財
産
な
ど
を
守
る
た
め
の
総
合
防
災
体
制

の
充
実
強
化
を
、
官
民
相
互
の
協
力
体
制

を
含
め
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
つ
な
が
る  

あ
ん
し
ん  

坂
城
町
」
構
想
推
進
事
業
に
よ
る
、
防
災

行
政
無
線（
同
報
系
）の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

防
災
へ
の
備
え
が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

　
易
経
で
は
、
古
来
よ
り
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
要
諦
が
三
つ
あ
り
、
そ
れ
は
「
治
ま

り
て
乱
を
忘
れ
ず
」「
安
く
し
て
危
を
忘
れ

ず
」
そ
れ
に
「
存
し
て
亡
を
忘
れ
ず
」
で
、

こ
れ
を
『
三
不
忘
』
と
い
い
ま
す
。
平
時

か
ら
の
危
機
管
理
が
大
切
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
等
連
絡

網
が
整
備
さ
れ
、
一
定
の
震
度
や
積
雪
を

超
え
た
時
の
情
報
の
一
元
化
を
図
り
ま
し

た
。
議
員
と
し
て
の
情
報
収
集
・
提
供
や

地
域
支
援
活
動
の
充
実
も
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
経
済
の
動
向
に
伴
い
、
企
業
、
事
業
所

の
経
営
環
境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
本
町

で
も
土
地
不
足
、
人
不
足
が
顕
在
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
た
に
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

工
業
団
地
造
成
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、

即
効
性
の
あ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
は
、
地
域
産
業
の
育
成
や
人
材

の
確
保
も
重
要
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
地
域
の
産
学
官
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

環
境
の
整
備
、
研
究
開
発
等
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
農
林
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
新

商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大
を
図
る
農
商

工
連
携
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を
講
じ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
環
境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
社
会
対
策
大
綱
に
は
、
全
て
の
年

代
で
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
描
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
そ
れ
に
技
術
革
新
の
新
し
い
高

齢
者
対
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
化
に
伴
い
、
資
産
面
・
健
康
面
の

維
持
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
き
て
い

ま
す
。

　
我
が
国
の
社
会
モ
デ
ル
が
今
後
も
そ
の

ま
ま
有
効
で
あ
る
保
証
は
な
く
、
10
年
、

20
年
先
の
風
景
を
見
据
え
て
持
続
可
能
な

高
齢
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で

す
。

　
国
道
18
号
坂
城
更
埴
バ
イ
パ
ス
（
坂
城

町
区
間
）
３
・
８
km
に
つ
い
て
は
、
国
の

29
年
度
補
正
と
30
年
度
予
算
で
７
億
８
千

万
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
一
部
工
事
も
始
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
供
用
開
始
に
向
け
て
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
議
員
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
団

体
意
志
の
決
定
及
び
執
行
機
関
の
監
視
の

使
命
を
全
う
す
る
た
め
、
住
民
の
声
を
広

く
聴
取
し
、
議
案
審
議
、
政
策
立
案
、
行

財
政
の
監
視
及
び
調
査
研
究
等
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

え
き
き
ょ
う

い
ぶ
り
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皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
『
ブ
ロ
ッ
ク
塀
』
は
安
全
で
す
か
？

点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　昨年６月に大阪府北部を震源とする地震が発生し、倒壊したブロック塀により小
学生を含む２名の方が亡くなられる事故が発生しました。このような事故が二度と
起きないように、ご家庭のブロック塀の安全点検を行っていただき、傾き・ひび割
れといった劣化が見られる場合や控え壁が無いなど、基準に適合しない場合には、
施工業者等の専門家に相談しましょう。
 有事の際には、子どもや高齢者などへの被害の恐れがあるだけではなく、緊急車
両の通行の妨げにもなり、避難や救助に支障が出る可能性もあります。ブロック塀
の安全確保は所有者の責任となりますので、早めの点検をお願いします。

ブロック塀の安全点検をお願いします

点検をしてみましょう！

鉄筋
ひび割れ

高さ

控え壁

根入れ

厚さ

　ご家庭にあるブロック塀について、以下の項目を点検してみましょう。
　まず外観で①～⑤をチェックし、⑥については専門家に確認してもらいましょ
う。ひとつでも不適合がある場合は倒壊の危険性がありますので、専門家の指示に
従って改善するようにしましょう。

□①塀は高すぎないか。→塀の高さは地盤から２.２m以下か。
□②塀の厚さは十分か。→塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが２m超２.２m以下

の場合は15cm以上）
□③控え壁はあるか。（塀の高さが１.２m超の場合）→塀の長さ３.４m以下ごと

に、塀の高さの１/５以上突出した控え壁があるか。
□④基礎があるか。→コンクリートの基礎があるか。
□⑤塀は健全か。→塀に、傾きやひび割れはないか。
□⑥塀に鉄筋は入っているか。→塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横とも

80cm間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は
縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。また、基礎の根入れ深さは30cm以上
か。（塀の高さが１.２m超の場合）
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主 な 功 績

　元町長の栁澤賢二さんが、昨年十一月二十八日、
お亡くなりになられました。
　栁澤さんは、昭和六十二年に坂城町収入役に就任
された後、平成三年から平成十一年までの二期八年
にわたり、坂城町長として、政治や経済及び社会構
造が大きく変化するなかで、高速道路や新幹線など
の高速交通網の整備、高度情報化への対応を進める
など、町発展に多大なご功績を残されました。

　しなの鉄道テクノさかき駅の開業、鼠橋通りの開通や
公共下水道事業の着工、現坂城消防署の開署など、社会
資本整備に取り組まれました。
　また、坂城テクノセンター、坂城勤労者総合福祉セン
ターの整備や工業団地の整備分譲、テクノハート坂城協
同組合の設立など、工業振興にも尽力されました。
　さらに、坂城中学校の全面改築や在宅介護支援セン
ター、開畝共同作業センターの開設、村上保育園の移転
新築など、教育、福祉の向上にも取り組み、この他にも
数多くの事業を手掛けられ、現在に至る坂城町の発展の
礎を築くなど、まちづくりに多大な貢献をされました。
　退任後は、長野県の監査委員や東信農業共済組合の組
合長を歴任するなど、数々の要職を務められました。
　このように地方自治に関するご功績が大きいことから、
町では、平成十一年に町功労賞を申し上げ、国の叙勲の
受賞についても、お話しをさせていただきましたが固辞
されました。今となっては、故人の意思とはいえ、受賞
していただけなかったことは、町として残念でなりませ
ん。
　ここに、生前のご功績に対し深く感謝するとともに、
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

◎問い合わせ先　建設課管理係
　☎82－3111（内線 174）直通 75－6208

　平成31年１月から、下記の要件
を満たすブロック塀等の撤去費用
の一部を補助します。
■建築基準を満たす地上60cm以上
のコンクリートブロック造、組
積造などの塀
■道路、通学路などに接して造ら
れた塀
■ブロック塀等の所有者で町内業
者に依頼し撤去を行う者
■町税等の滞納のない者

補助額
　対象経費の２分の１以内で、限
度額は５万円です。千円未満は切
り捨てとなります。
期間
　平成31年３月23日（土）までに撤
去工事が完了し、実績報告書を提
出できるもの。

※撤去工事前に申請をする必要が
あります。工事後の申請はお受
けすることができません。
※詳しくは、町ホームページをご
覧いただくか、下記までお問い
合わせください。

ブロック塀等の撤去に係る

補助金制度について

▲現行基準に適合せず倒壊したブロック塀
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準備はお早めに！町申告相談は
２月 18日（月）～３月 15日（金）

「医療費控除の明細書」「セルフメディケーション税制の明細書」「収支内訳書」
作成相談会のご利用を

　申告相談期間中の待ち時間を短縮するため、「医療費控除の明細書」「セルフメディケーション税制の明細書」
「収支内訳書」の作成相談会を行います。この相談会は、確定申告をスムーズに行うためのものであり、所得申
告が完了するものではありません。
　参加には事前申込が必要です。相談をご希望の方は、役場１階税務係窓口か電話でお申込みください。

対 象 者 ・医療費控除またはセルフメディケーション税制の適用を希望される方
・事業所得（農業・営業・不動産）があり、収支内訳書を作成する方
  （青色申告者、自家消費のみで販売のない方は除く）

日 時 １月31日（木）
①午前10時～正午　
②午後１時30分～４時30分

役場第１会議室（１階）

申 込 締 切 １月15日（火）

場 所

◎申込・問い合わせ先　総務課税務係　☎82－3111（内線141・144）　直通75－6206

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと
自宅等で確定申告書が作成できます。e-Tax で送信・書面で印刷して送付
のいずれかの方法でご提出ください。

作成コーナー 検 索
www.keisan.nta.go.jp

上田税務署から確定申告に関するお知らせ

　上田税務署では、所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を下記のとおり開設しますので、ぜひご利用く
ださい。申告書の作成には時間を要しますので、お早めにお越しください。なお、給与・年金収入の申告には、
源泉徴収票の原本が必要です。

期間　２月18日（月）から３月15日（金）まで【土日を除く】　　会場　上田税務署　別館２階
時間   《相談受付》午前８時30分から午後４時まで（提出は午後５時まで）
　　   《相談開始》午前９時から

◎問い合わせ先　上田税務署　☎0268－22－1234

坂城町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の方へ
～医療費通知が確定申告（医療費控除）に使えます～

　医療費控除の申告をする際に、今までの領収書に代えて医療費通知を「医療費控除の明細書」の添付書類とし
て使用できるようになりました。確定申告期間中に医療費控除の申告をされる際は、前年１月から10月までの診
療分医療費通知とあわせて、11月及び12月診療分の医療機関等からの領収書を添付してください。
◎問い合わせ先
　《国民健康保険加入の方》　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線133）直通75－6205
　《後期高齢者医療保険加入の方》　長野県後期高齢者医療広域連合事務局  業務課給付係　☎026－229－5320
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税 の 申 告 ・ 相 談 会 な ど

上田地区納税貯蓄組合連合会長賞　「税金てナンダ？」　坂城中学校１年　玉井  遥斗さん

 「税に関する作文」で坂城中学校生徒が表彰されました

◎問い合わせ先　総務課税務係　償却資産担当　☎82－3111（内線143）　直通75－6206

　企業や個人が、土地や家屋以外で事業のために所有している設備のことです。構築物、機械・装置、
器具・備品などのほか、自動車税・軽自動車税の課税対象とならない車両が対象です。
　また、発電量が10kw以上の太陽光発電設備を、売電などの目的で所有している場合、その設備も償
却資産に含まれます（家の屋根やカーポートに設置しているものも対象となる場合があります）。

 償却資産を所有している皆さんは、毎年１月１日（賦課期日）現在の所有状況を、その資産の所在する市町村に
申告することが法律で定められています。
 なお、所得税の確定申告で、損金または経費として減価償却費を計上している方は、申告が必要な資産を所有
している場合があります。下記の例を参考に、ご確認をお願いします。

町税の電子申告システム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）に対応していますので、
インターネットにて申告手続きを行うことができます。どうぞご利用ください。

◎初めて申告する方：様式が定められていますので、総務課税務係へお問い合わせの上、所定の申
告用紙により申告をお願いします。

◎昨年申告された方：昨年12月中旬に平成31年度用の申告書を送付しました。
　申告期限は１月31日（木）までですので、期限内の提出にご協力をお願いします。
　※はがきによる申告の方は、１月18日（金）までに投函してください。

※ご自身の所有する設備が申告の対象か確認したい方は、下記担当までお問い合わせください。

飲食店・喫茶
看板、テーブル、椅子、レジス
ター、厨房設備、冷蔵庫など

理容・美容業
理・美容椅子、パーマ器、洗面設
備、湯沸器、サインポールなど

小売業
陳列ケース、冷蔵庫、自動販売
機、冷凍ストッカーなど

農業
ビニールハウス、消毒機、脱穀
機、ぶどう棚など

不動産賃貸
受変電設備、路面舗装、駐車場、
コンクリート塀など

製造・加工・設計業
パソコン、プリンター、測定工
具、旋盤、リフトなど

※事前に利用届出
が必要です。

　　事業主の皆さんへ
　　　償却資産（固定資産税）の申告はお早めに！　－申告は１月31日（木）までー

　生産性向上特別措置法に基づく固定資産税の特例を受ける場合は、工業会証明書の写し、認定を受けた
計画の写し、認定書の写しを添えて、期限までに申告してください。
※特例の概要や適用対象等については、町ホームページをご覧いただくか、下記担当までお問い合わせく
　ださい。

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が共同で募集した「税に関する作文」において、下記のとおり坂城
中学校１年の玉井遥斗さんの作文が見事表彰されました。
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仕事や子育てとの両立、精神的・金銭的負担、
将来の見通しなど、介護に関する不安や悩みは
誰もが感じるものです。

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

坂城町地域包括支援センターからのお知らせ

◎問い合わせ先　坂城町地域包括支援センター（坂城町役場福祉健康課内）
　　　　　　　　☎82－3111（内線 137・138）直通 75－6205

上記の項目に１つでも当てはまる介護者の方は、一人で悩まず地域包括支援センターへご相談ください。
※「仕事で日中時間がとれない」という方は、まずはお電話にてご相談ください。

　メタボリックシンドロームに着目し、糖尿病・
高血圧・脂質異常症などを早期に確認できる「特
定健診」。今年度はもう受診されましたか？まだ
受診されていない方は、下記のとおり、個別健診
を実施していますので、ぜひ受診して自分の体の
ことを知りましょう。

《個別健診のご案内》
対象者　坂城町国民健康保険加入者で40～74歳の方
実施期間　平成31年２月28日（木）まで
医療機関　町内および千曲市内の27医療機関
料金　無料（心電図を希望した場合は1,404円）
内容　問診・身体測定（身長、体重、腹囲）・血

圧・尿検査・血液検査・診察
  【心電図は希望者のみ実施】

※個別健診を希望される方は、問診票等が必要と
なりますので保健センターまでご連絡くださ
い。

　65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接
種費用の助成を行っています。
　接種を希望される方は、実施期間内に接種をお
受けください。

実施期間　
　平成31年１月31日（木）まで
接種料金　1,000円（自己負担）
接種回数　１回
接種場所　町内および県内の実施医療機関
持ち物　接種料金、保険証など住所や年齢が確認

できるもの

※予診票は町内および近隣の実施医療機関に備え
てあります。（予診票を備えていない医療機関
で接種する場合は、保健センターまでご連絡く
ださい。後日ご本人に郵送します。）
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　ＳＮＳを活用することで、地域の最新情報の取得や人々との交流、趣味、学習などを共
有できるコミュニティが広がります。この機会に、LINE、Facebook、Instagramといった
ＳＮＳの活用の仕方を楽しく学んでみませんか。スマホ初心者の方、大歓迎です！

日 時

場 所

【第１回】２月２日（土）「アクティブシニアのためのＳＮＳ」
【第２回】２月９日（土）「アクティブママのためのＳＮＳ」
  ※どちらの回も《午前10時30分～正午・午後１時～３時30分》の計４時間の講座です。

スマートフォン（所有者限定）

坂城テクノセンター　２階研修室

・ラインを活用しよう　
・ラインの安全性は？
・ラインで友達を増やそう
・フェイスブック、インスタグラムの登録

各回20名

500円
※「カフェぴろきち」のランチ代含む

◎問い合わせ先 　（公財）さかきテクノセンター　☎82－0001

電話・ＦＡＸ・メールにて先着順に受付し、定員になり次第締め切ります。

埼玉工業大学、公益財団法人さかきテクノセンター
※本事業は、埼玉工業大学と（公財）さかきテクノセンター

との連携事業の一環で行うものです。

◎申込・問い合わせ先　（公財）さかきテクノセンター
　　　　　　　　　　  　☎82－0001　FAX：82－0002
　　　　　　　　　　  　メール：techno@sakaki-tc.or.jp

内 容

定 員

参加費

持ち物

申込み

主 催
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◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線223）　直通75－6211

　昨年７月から完全運用を開始したデジタル防災行政無線（同報系）では、幅
広い情報伝達手段の１つとして「ツイッター」と連携して情報発信を行って
います。
　スマートフォンでの情報取得を希望される方や日本語が苦手な方（ツイッ
ターは翻訳機能が付いています）は、ぜひツイッターの登録と坂城町公式アカ
ウントのフォローをお願いします。

@sakaki_town

STEP1 STEP2 STEP3

　デジタル防災行政無線（同報系）の運用開始に伴い、業務を終了した有線放送電話設備の屋内設備（宅内スピー
カー・ローゼット・配線）及び屋外設備（保安器・引込線）の撤去作業を各世帯・各事業所において進めています。
　撤去作業の際には、事前連絡をした上で、所有者の方などに立会いをお願いしていますが、ご連絡先が分から
なかったり、不在のためお会いできないなどの理由から、まだ撤去が済んでいない屋内設備・屋外設備がありま
す。未撤去世帯・事業所には、平成30年12月に
『有線放送電話設備の撤去工事に係るお知らせ』
を配布させていただきました。
　お知らせ内でもお願いしていますが、現在、ご
連絡がつかない、お会いできないなどの場合、有
線柱及び引込線については撤去を実施させていた
だいていますので、作業時における敷地内への立
ち入りと作業の実施について、ご理解とご協力を
お願いします。なお、有線放送電話設備がまだ
残っており、撤去を希望される方は、１月末まで
に下記連絡先までお問い合わせください。
　また、屋内設備（宅内スピーカー・ローゼッ
ト・配線）および保安器については、立会いのも
とでの撤去作業となりますので、１月中にご連絡
いただけない場合は、今後、撤去することができ
なくなりますので、ご協力をお願いします。

有線放送電話設備・有線柱の撤去について

ローゼット

放送用
スピーカー

家の外壁

保安器

引込線

有
線
柱

宅内

ＡＣアダプタ

屋外

【撤去業者】上田日本無線株式会社　【連絡先】上田日本無線株式会社 現場事務所　☎0268－82－5561
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新規就業者数
（製造業関係者） 106人/年 104人/年

　町では、人口減少、少子高齢化を抑制しながら、2060年における人口の将来展望１万２千人を実現するた
め、平成27年度に「地域の活力と暮らしの豊かさを創生する坂城町」を将来像として、「坂城町まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」（以下、「総合戦略」という。）を策定しました。総合戦略では、５年後の基本目標とその目
標値を設定し、毎年度、事業の効果を検証して、必要な改善等を行うことにしています。
　この度、産業、教育、金融等の外部委員で構成する「坂城町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会」に
おいて、平成29年度に実施した事業の評価を行いましたので、その概要をご報告します。詳細は町ホームページ
に掲載しています。

実施した事業をそれぞれ以下の５段階の基準で評価しました。
Ａ：事業の効果が大いに認められる
Ｂ：事業の効果が一定程度認められる
Ｃ：事業の効果は認められるものの一部見直しが必要
Ｄ：事業の効果があまり認められないので十分な見直しが必要
Ｅ：事業の効果が全く認められないので廃止を含めて抜本的見直しが必要

基本目標および政策分野ごとに設定し
たＫＰＩ（重要業績評価指標）【※１】や
個別事業の評価目標をもとに、平成29
年度に実施した施策・事業の効果を検
証し、基本目標の政策分野ごとに評価
を行いました。

基本目標１　安定した雇用の確保と多様な就業機会を拡大する

120人/年

■各政策分野の評価

新規就農者数 ２人/年 15人/３年 25人/５年

項目 基準値
（Ｈ27）

実績値
（Ｈ29）

目標値
（Ｈ31）

合計特殊出生率 １. ４５ －
【※２】

基本目標２　出産、子育て支援を充実して、町内で生まれ育つ子どもたちを増やす

１. ６８

項目 基準値
（Ｈ27）

実績値
（Ｈ29）

目標値
（Ｈ31）

社会増減
（５年間平均） 77．4 人減 41．4 人減

基本目標３　町外への流出を抑制して、新たな流入を増加する

項目 基準値
（Ｈ27）

実績値
（Ｈ29）

目標値
（Ｈ31）

78．37 歳

基本目標４　生涯にわたり、安心して快適に暮らすことができる地域をつくる

県平均まで延伸

健康寿命（女） 82．43 歳

項目 基準値
（Ｈ27）

実績値
（Ｈ29）

目標値
（Ｈ31）

36 人減に抑制

健康寿命（男）

　今後も、毎年度、事業の評価を行い、評価の結果を公表するとともに、次年度以降の計画策定や予算編成の際
に検討事項として考慮します。ご不明な点は企画政策課まち創生推進室までお問い合わせください。

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線241）　直通75－6211

①基盤産業としての工業分野の強化　

②地域資源を活かした新たな産業創出支援

③地域活性化をめざす新たなサービス創出支援

①出産、子育ての切れ目のない支援　

②一人ひとりの成長を後押しする教育環境の充実

①町内へのＵ・Ｉターンの促進　

②坂城町に対する人々の興味、関心の向上

①住民自治による自律した地域づくりの促進

②快適な生活を実現する環境整備

③地域間連携による必要な生活機能の確保

④生涯いきいきと暮らすための健康促進

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

■各政策分野の評価

■各政策分野の評価

県平均まで延伸

■各政策分野の評価

－
【※２】

－
【※２】

【※１】Key Performance Indicator の略称。施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標のこと。
【※２】平成29年度の実績値が「－」となっている項目は、毎年調査結果が公表されていないため、値が入らないものです。

主なＫＰＩ（重要業績評価指標）

主なＫＰＩ（重要業績評価指標）

主なＫＰＩ（重要業績評価指標）

主なＫＰＩ（重要業績評価指標）
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。（
介
護
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）
口

座
振
替
は
、
１
月
31
日（
木
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
１
月
21
日

（
月
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

は
農
産
物
の
食
品
と
し
て
の
安
全

性
や
農
業
従
事
者
の
労
働
安
全
等

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
な
ぜ
農
業
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
を
、
長
野
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が
わ
か
り

や
す
く
具
体
的
に
ご
説
明
し
ま
す
。

農
業
者
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
10
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
〜

場
所
　
坂
城
町
役
場
３
階 

講
堂

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
お
酒
は
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

人
間
関
係
を
円
滑
に
し
て
く
れ
る

一
方
、
依
存
症
や
肝
臓
の
病
気
な

ど
の
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
し
た

り
、
飲
酒
運
転
や
自
殺
な
ど
の
社

会
問
題
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
お
酒
を
正
し
く
理
解
し
て
健

康
増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
24
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
長
野
市
芸
術
館

　
　
　
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

演
題
　「
お
酒
の
落
と
し
穴
」
〜
楽

し
い
と
思
っ
て
い
た
お
酒
が
依

存
症
に
〜

講
師
　
水
澤 

都
加
佐 

氏（
ア
ス
ク
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
研
修
相
談

セ
ン
タ
ー
所
長
）

参
加
費
　
無
料

※

参
加
希
望
の
方
は
、
１
月
15
日

（
火
）ま
で
に
長
野
保
健
福
祉
事

務
所
へ
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
６―

２
２
３―

７
６
６
９
）

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
☎
０
２
６―

２
２
５―

９
０
４
５

　
　
千
曲
坂
城
消
防
組
合
で
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
嘱

託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

職
種
　
事
務
補
佐
員

募
集
要
件
　

　
町
内
ま
た
は
千
曲
市
在
住
者
で
、

普
通
自
動
車
免
許
を
保
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
方

任
用
期
間

　
４
月
１
日
〜
２
０
２
０
年
３
月
31
日

勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

賃
金
　
月
額
１
５
２
，
１
０
０
円

勤
務
日
数
　
一
般
職
員
に
準
じ
る

面
接
試
験
　

　
２
月
３
日（
日
）
午
前
９
時
か
ら

試
験
会
場
　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
２
階
会
議
室

   （
千
曲
市
大
字
磯
部
１
２
２
１
番
地
）

応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
上
、
１
月
４
日（
金
）か
ら

２
月
１
日（
金
）ま
で
に
千
曲
坂

城
消
防
本
部
総
務
課
に
持
参
す

る
か
郵
送（
２
月
１
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
２
６―

２
７
５―

２
１
２
２

　
毎
年
こ
の
日
を
中
心
と
し
、
全
国

的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
町
内
で
も
、
旧
格
致
学
校

校
舎
な
ど
で
消
火
訓
練
や
通
報
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
所
有
者
・
管
理

者
の
努
力
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
日
頃

か
ら
の
防
災
意
識
に
加
え
、
周
辺
文

化
財
へ
の
ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

１
１
０
９

　　

国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

介
護
保
険
料（
第
７
期
）

納
期
限
は
１
月
31
日（
木
）
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町
で
は
、
商
工
業
振
興
施
策
と

し
て
、
町
内
事
業
所
が
事
業
用
資

産
を
取
得
し
た
場
合
に
、
固
定
資

産
相
当
額（
新
設
の
機
械
及
び
増
設

の
場
合
は
１
０
０
万
円
が
限
度
）

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。.

補
助
対
象
条
件

・
平
成
30
年
中
に
取
得
し
た
資
産

・
耐
用
年
数
３
年
以
上
の
固
定
資
産

税
課
税
対
象
資
産（
３
年
未
満
の

償
却
資
産
は
除
く
）

・
公
害
発
生
の
無
い
資
産
及
び
施
設

・
町
税
の
未
納
が
な
い
者

・
指
定
施
設
以
外
は
中
小
企
業
基
本

法
第
２
条
の
中
小
企
業
を
対
象

（
工
業
に
つ
い
て
は
従
業
員
２
０

０
人
以
下
に
限
る
）

申
請
期
限

　１
月
31
日（
木
）

提
出
書
類

・
申
請
書
　
　

・
取
得
資
産
明
細
書

・
公
害
防
止
に
関
す
る
概
要
書

・
町
税
納
税
証
明
書

・
取
得
資
産
の
設
置
図（
建
物
の
場

合
は
位
置
図
な
ど
）

・
指
定
施
設
の
場
合
は
、
右
記
の
他

に
支
払
い
を
証
す
る
書
類
、
施
設

の
概
要
及
び
効
果
に
関
す
る
書
類

※
申
請
書
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
商
工
農
林
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
農
林
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
町
公
民
館
と
坂
城
町
文
化
協
会

囲
碁
ク
ラ
ブ
、
将
棋
連
盟
の
共
催
に

よ
る
囲
碁
大
会
及
び
将
棋
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
囲
碁
大
会
】

日
時
　
３
月
17
日（
日
）

　
　
　
受
付…

午
前
８
時
30
分

　
　
　
開
会
式…

午
前
８
時
45
分

　
　
　
対
局
開
始…

午
前
９
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

参
加
費
　
１
０
０
０
円

申
込
　
当
日
会
場
で
受
付

【
将
棋
大
会
】

日
時
　
３
月
24
日（
日
）

　
　
　
受
付…

午
前
９
時

　
　
　
開
会
式…

午
前
９
時
50
分

　
　
　
対
局
開
始…

午
前
10
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

参
加
費
　
２
０
０
０
円

※

高
校
生
以
下
　
１
０
０
０
円

申
込
　
当
日
会
場
で
受
付

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
町
公
民
館
で
は
、
小
中
学
生
を

対
象
に
子
ど
も
茶
の
湯
教
室
を
開
催

し
ま
す
。茶
の
湯
を
通
し
て「
作
法
」・

「
礼
」
な
ど
伝
統
的
な
日
本
文
化
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
２
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
文
化
の
館（
中
之
条
）

受
講
料
　
１
０
０
円

※

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
湯
さ
ん
館
で
は
、
東
信
よ
し
だ

内
科
の
吉
田
先
生
の
ご
協
力
に
よ

り
「
第
４
期
い
き
い
き
水
中
健
康

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
陸
上
で

の
運
動
に
比
べ
て
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
水
中
運
動
で
気
軽
に
健
康

づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
１
月
15
日
〜
３
月
19
日

　
　
　
火
曜
日  

全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
　
水
中
運
動
・
健
康
相
談
・

体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
締
切
　
１
月
11
日（
金
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
８
１―

７
０
０
０

　
長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
「
り
ん
ご
新
わ
い
化
栽
培（
高
密

植
）」
と
「
ぶ
ど
う
短
梢
無
核
栽
培
」

に
関
す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

対
象

・
新
た
に
右
記
栽
培
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
方

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
等

を
お
持
ち
の
方（
講
座
内
で
使
用

し
ま
す
）

日
程
　
４
月
〜
翌
年
２
月
頃
ま
で
年

８
回
程
度

募
集
定
員
　
各
講
座
10
名
程
度

申
込
期
限
　

　
３
月
８
日（
金
）午
後
３
時
ま
で

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
３
４―

９
５
３
４

　
メ
ー
ル
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

nagano-aec@
pref.nagano.lg.jp

◎問い合わせ先　教育文化課生涯学習係
　　　　　　　　☎82－2069

NEZU
KON

期　日　１月20日（日）
場　所　菅平高原パインビークスキー場
　　　※午前７時30分に社会福祉協議会駐車場に

　集合し、観光バスにて現地に向かいます。
参加資格　小学校４年生以上の町内在住者及び　

町内勤務者
定　員　スキー60名、スノーボード20名
クラス　初心者、初級、中級、上級
参加費　小学生 2,000円、中学生以上 5,000円
※用具のレンタルを希望する方は、下記までお問

い合わせください。
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　ぼ
く
た
ち
四
年
生
は
、
水
害
に
そ
な
え
る
た
め

の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
九
月
、
水
害
を
想
定
し
た
「
引
き
わ
た
し

訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
、
教
室
へ

む
か
え
に
来
て
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
と
さ
よ
な
ら
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
家
に
帰
り
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、「
も
し
水
害

が
起
こ
っ
た
ら
、
ど
こ
に
に
げ
れ

ば
い
い
か
」
に
つ
い
て
家
族
と
話

し
合
い
ま
し
た
。「
ぼ
く
の
家
は
、

高
台
に
あ
る
の
で
大
丈
夫
」
と

安
心
し
て
い
た
け
れ
ど
、
な
ん

と「
土
砂
災
害
け
い
か
い
区
い
き
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
何
か
あ
っ

た
時
に
は
、
団
地
の
集
会
所
に

集
ま
ろ
う
」
と
家
族
で
決
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、

集
会
所
は
、
家
よ
り
上
に
あ
っ
て
、
土
砂
が
流
れ

る
よ
う
な
時
に
は
、
集
会
所
で
は
か
え
っ
て
あ
ぶ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
他
の
地
区
の
公
民
館

に
ひ
な
ん
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
き
っ
か
け
に
ひ
な
ん
場
所
を
変
え
た

家
が
、
ほ
か
に
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　次
に
、
国
土
交
通
省
の
千
曲
川
河
川
事
務
所
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
、
千
曲
川

の
水
害
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
千
曲
川
の

水
害
の
様
子
や
、
ず
っ
と
前
か
ら

は
ん
ら
ん
に
そ
な
え
て
堤
防
を
つ

く
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
十
一
月
二
十
五
日
に
、

四
年
生
の
代
表
十
六
人
が
、
長

野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
学
習
し
て
き
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
き
ん

ち
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で

の
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
発
表
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
、
も
し
も
水
害
が
起
き
た
と
し
て
も
、

学
習
し
た
こ
と
を
い
か
し
て
行
動
し
て
い
き
た
い

で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

南条小学校四年　片岡 隼杜
「水害にそなえて」

は や と

　110番は、緊急の事件や事故が
発生した際に、その関係者や目撃
者などから、いち早く通報を受
け、被害者の救護や犯人検挙など
の警察活動を迅速、的確に行うた
めの緊急通報用電話です。地域の
安全・安心を守るため、正しい利
用をお願いします。

不要・不急の110番通報は
しないでください

　いたずら電話のような不要の電
話、相談や問い合わせといった不
急の電話は、緊急を要する事件・
事故への対応を妨げる原因となり
ます。

相談は「#9110」、緊急ではない
通報は、千曲警察署へ

　相談は警察相談専用電話
「#9110」へ、緊急ではない要望
や問い合わせ、照会などは、千曲
警察署「026-272-0110」へ電話
するようお願いします。
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育ばぁば いらっしゃい！

水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・４土曜日　　午前９時～正午
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①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

６日（日）、20 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城中学校　南側駐車場

■平成29年11月分　193.22ｔ
■平成30年11月分　212.10ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

10日（木）、21日（月）
午前９時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

15日（火） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）

16日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、１月８日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】へ
お申込みください。

９日・16日・23日・30日（すべて水曜日）
午後１時30分～４時
老人福祉センター夢の湯

10日は弁護士、21日は司法書士による法律相談
です。相談をご希望の場合は、相談日の３日前
までに社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約して
ください。

１月
１日（火）

２日（水）

３日（木）

６日（日）

13 日（日）

14 日（月）

20 日（日）

27 日（日）

２月
３日（日）

安里医院
松尾医院
菅谷東クリニック
竹内歯科医院
とも泌尿器科クリニック
鴇沢眼科
岡田外科医院
関歯科医院
森本眼科クリニック
飯島医院
島田クリニック
あんず歯科クリニック
かいぬま耳鼻咽喉科医院
鴇沢内科クリニック
安川整形外科クリニック
青木歯科医院
村上堂大井クリニック
千曲中央病院
若林歯科医院
長野寿光会上山田病院
中沢医院
島谷医院
宮原歯科医院
市川内科医院
あんずの里クリニック
いなりやまクリニック
松尾歯科医院
みやばやし小児科アレルギー科
もみのき内科クリニック
坂口整形外科
竹内歯科医院

やまざき医院
千曲中央病院
大村歯科医院

【千曲市内川】
【 立 町 】
【千曲市粟佐】
【千曲市稲荷山】
【千曲市磯部】
【千曲市屋代】
【千曲市稲荷山】
【千曲市粟佐】
【千曲市内川】
【 千 曲 市 中 】
【千曲市小島】
【千曲市須坂】
【千曲市内川】
【千曲市屋代】
【千曲市屋代】
【千曲市八幡】
【 網 掛 】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市小島】
【千曲市杭瀬下】
【 網 掛 】
【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 森 】
【千曲市稲荷山】
【 御 所 沢 】
【千曲市上徳間】
【千曲市寂蒔】
【千曲市屋代】
【千曲市屋代】

【千曲市上徳間】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市戸倉】

☎(026)275-7800
☎82-2013
☎(026)272-0493
☎(026)274-7050
☎(026)261-5815
☎(026)272-0031
☎(026)272-2828
☎(026)285-0418
☎(026)285-0020
☎(026)272-0269
☎(026)273-8788
☎(026)214-6654
☎(026)275-3341
☎(026)272-3713
☎(026)273-6611
☎(026)272-1335
☎81-3131
☎(026)273-1212
☎(026)273-0103
☎(026)275-1581
☎(026)272-0131
☎(026)273-1201
☎82-8711
☎(026)275-5515
☎(026)272-1005
☎(026)214-3501
☎82-6988
☎(026)261-5221
☎(026)272-3610
☎(026)273-8680
☎(026)273-4500

☎(026)276-2700
☎(026)273-1212
☎(026)275-0066

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

心配ごと
法律相談

行政相談

年金相談

障がい者（児）
相 談

こころの
健康相談

９日（水） 午後２時～５時
保健センター

精神科医師が心の健康に関する相談を受けます。ご
希望の場合は、前日までに保健センター【☎82-3111
（内線511）直通75-6230】へお申込みください。

平成30年12月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,187世帯（＋  1）
人　口： 15,090人    （－20）
　男　：  7,468人　（－  1）
　女　：  7,622人　（－19）

件　数：　　  1件
累　計：　　51件　（－  2）
死　者：　　  0人
累　計：　　  1人　（＋  1）
負傷者：　　  3人
累　計：　　73人　（＋  7）

平成30年11月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成30年９月生

平成30年６月生

平成30年３月生

平成28年９月生～10月生

平成27年７月生～８月生

受　付　日　時

17日（木）午後１時

30日（水）午前９時

29日（火）午前９時

８日（火）午前９時

21日（月）午後１時

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

月

７
14
21
28

・白川静文字学に学ぶ  漢字なりたちブック
　改訂版１年生～６年生（全６冊）
   （著：伊東信夫、絵：金子都美絵／太郎次郎社エディタス）

　古代漢字研究の第一人者・白川静
博士の研究成果に基づいて、漢字を
なりたちから理解して勉強する本で
す。小学生だけでなく、中学生以
上、大人でも楽しく読むことができ
ます。新学習指導要領に合わせて、
改訂版が出ました。この機会に手に
取ってみてください。図書館では、
ほかにも小中学生の学習のための本
をそろえています。

金
４
11
18
25

日

６
13
20
27

☆おはなし会　午前 11 時～
　12 日（土）２階 集会室 、26 日（土）１階 畳スペース
☆点字・点訳講座　午後２時～　２階 集会室
　15 日（火）　講師：山口静枝さん

１月３日（木）まで年末年始のため休館します。

土
５
12
19
26

　大橋房夫代表監査委員がこの度、全国町村監査委
員表彰を受賞されました。
　大橋監査委員は、平成23年から７年間、町の代表
監査委員として監査
事務に尽力されると
ともに、地方自治の
振興発展に貢献し、
その功績が顕著で
あったため表彰とな
りました。

火
１
８
15
22
29

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

※上記のほか、放送を行うことがあります。
※放送内容を「聞き逃した」「もう一度聞きたい」場合は、
自動応答電話サービス☎82－1070で確認できます。

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

昼：正午　帰宅：午後４時30分（１月）

◯防災行政無線（同報系）整備に伴い、現在、全戸・全事業所に
戸別受信機の配布を行っていますが、訪問時に不在であったり、
連絡が取れないなどの理由から、配布が済んでいないご家庭や
事業所があります。まだ戸別受信機が配布されていないご家庭
や事業所については、配布希望の有無を確認させていただきた
いので、下記連絡先までご連絡ください。配布を希望する場合
は、ご都合のよい日程を調整し、設置に伺います。
◯電波受信状態が悪く、戸別受信機から放送が流れない・流れ
なくなった・音が途切れる・雑音が入るなどの状況になった場
合には、アンテナを伸ばす・アンテナの位置や受信機本体の場
所を変えてみるなど、受信ができるようまずご自身でお試しく
ださい。なお、電波の受信状態に影響を与える例としては、受
信機付近でＬＥＤ照明や家電製品を使用している場合などのほ
か、有線放送電話設備の撤去後に、電波の受信状態が悪くなっ
たという事例もあります。戸別受信機の設置場所を変更したい
場合についても、受信機の場所を移動させ、受信できるかどう
か確認をお願いします。
※ご自身で試しても受信ができない場合は、町から業者を手配
し、電波の受信状況を確認しますので、お問い合わせください。

※受信機に附属のアンテナで受信できない場合、屋外へのアン
テナ設置工事をご提案する場合があります。
◯戸別受信機には乾電池が内蔵されていますが、乾電池は停電
などの非常時に使用できるよう、普段は附属の AC アダプタで
コンセントから電源を取ってください。また、乾電池は残量が
あっても、長期間使用すると液漏れする場合がありますので、
１年毎の交換を推奨します。（乾電池・電気代などの維持管理
に係る費用は自己負担となります。）

　各世帯・事業所に配布している戸別受信機は、無償貸与して
いるため、転出する場合は役場への返却が必要となります。ま
た、他の自治区へ転居する場合については、戸別受信機の地区
設定の変更等が必要となるため、役場に一旦ご持参ください。
設定変更完了後に設置に伺います。
　このほかにも、変更の手続きが必要な場合もありますので、
戸別受信機をお持ちの方で、転出・転居する場合は、役場企画
政策課までお問合せください。
　なお、一人世帯の方で、お亡くなりになった場合についても
役場へ返却いただきますようお願いします。

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室
　　　　　　　　☎82－3111（内線 223）直通 75－6211
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2019 年
1月
号

No.502

せ
い
な

前年に続き、好成績を収める

坂城中学校剣道部女子が新人戦優勝
　
12
月
１
日（
土
）、
戸
倉
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
中
学
校
新
人
戦
県

大
会
に
お
い
て
、
坂
城
中
学
校
剣

道
部
が
女
子
団
体
決
勝
で
松
代
中

に
２
対
１
と
接
戦
の
う
え
勝
利

し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
上
位
２
位
ま
で
が
出
場
で
き
る

北
信
越
選
抜
大
会（
本
年
５
月
に
石

川
県
白
山
市
で
開
催
）へ
と
駒
を
進

め
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

顧
問
　
中
村
勝 

先
生

　
　
　
宮
原
理
沙 

先
生

女
子
団
体
選
手
　
岡
本
清
那
さ

ん
、
姫
野
は
る
る
さ
ん
、
内
山

み
な
美
さ
ん
、
近
藤
咲
紀
さ

ん
、
山
下
愛
佳
莉
さ
ん
、
永
井

優
妃
乃
さ
ん
、
山
城
彩
心
さ
ん

２会場において盛大に開催

ねずみ大根まつりを開催しました
　
11
月
11
日（
日
）、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の

も
と
、
ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
「
さ
か
き
地
場
産
直
売

所
あ
い
さ
い
」
で
は
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん

が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
あ
ま
も
っ
く
ら

し
た
旬
の
ね
ず
み
大
根
の
辛
さ
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ね
ず
み
大
根
な
ど
の
農

産
物
・
加
工
品
・
巨
峰
ワ
イ
ン
の
販
売
や

お
楽
し
み
抽
選
会
、
信
州
大
学
の
学
生
が

手
が
け
た
ね
ず
こ
ん
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
勢
の
方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
別
会
場
で
は
恒
例
の
ね
ず
み
大
根
収
穫

体
験
が
開
催
さ
れ
、
畑
一
面
に
広
が
っ
た

ね
ず
み
大
根
を
袋
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま

し
た
。

　出初式では、消防団・婦人消防隊・幼年消防クラブによる街頭行進や式典のほか、消防署・消防団
の車両の行進、消防音楽隊の吹初めも行われますので、大勢の皆さんの観覧をお待ちしています。

期 日 １月27日（日）
午前９時20分～　逆木通り

式 典

街 頭 行 進

午前10時～　文化センター体育館

・逆木通り沿道
・文化センター体育館ギャラリー

観 覧 場 所

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係　☎82－3111（内線124）直通75－6204

※午前８時45分から10時まで、逆木
通りが全面通行止めになりますの
で、ご協力をお願いします。
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